
本書に掲載した地図の一部は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤地図情報を使用した。
「測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 3JHs 387」

発　　  行｜
問い合わせ先｜

深谷市
深谷市総務部総務防災課　TEL. 048-574-6635　FAX.048-573-8250

マイ・タイムライン

高

緊急度 とるべき行動・具体例 備えや行動［メモ欄］警戒レベル・避難情報等

警戒レベル３
高齢者等※避難 深谷市が発令

気象庁等が発表する 
大雨警報、洪水警報、氾濫警戒情報など

※避難先までの移動に時間がかかる方

災害のおそれあり

警戒レベル４
避難指示 深谷市が発令

災害のおそれ高い

気象庁等が発表する 
氾濫危険情報、土砂災害警戒情報など

警戒レベル５
緊急安全確保

命の危険 直ちに安全確保！

深谷市が発令
災害の状況を確実に把握できるものでないため、
必ず発令されるものではありません。

災害発生又は切迫

気象庁等が発表する  大雨特別警報、氾濫発生情報など

洪水注意報
大雨注意報
氾濫注意情報

警戒レベル２
気象庁等が発表

気象状況悪化

＜警戒レベル４までに必ず避難！＞災害発生　危険が迫る

この段階で外に出て避難することは、危険な場合があります。
逃げ遅れてしまった場合は、冷静に状況を観察し、建物の上階
などで、身の安全を確保しましょう。

避難指示を受信する
安全なところへ避難を始める

危険な場所から全員避難

テレビ、インターネットなどで今後の
台風などを調べ始める
家の周りに風で飛ばされるようなもの
がないか確認する

災害への心構えを高める

普段の行動を見合わせる
携帯メールなどで避難情報を受信する
避難しやすい服装に着替える
高齢者や避難先までの移動に時間がか
かる方は、安全なところへ避難を始める

危険な場所から高齢者等は避難

ハザードマップで避難先や避難の方法を
確認する
避難するときの持ち出し品を準備する

（38 ページ）
携帯電話を充電する
川の水位や雨量を調べ始める（6 ～ 7 ページ）

自らの避難行動を確認

早期注意情報
警戒レベル１

気象庁が発表

今後気象状況悪化のおそれ

早い段階の避難先
■ 2 つの避難先を記入し、マップで行きかたを確認しておきましょう。

逃げ遅れたときの避難先

■ 自宅の判定結果にチェックしましょう。
水害時の避難計画 逃げどきマップ　　　　　　　　　を見て記入しましょう。

家の避難計画

■ 家庭の状況で当てはまるもの
にチェックしましょう。　 避難に支援が必要な人（乳幼児、妊婦、高齢者、疾患のある方など）　  　      ペット　　      　自家用車

■ 避難の前の備えやいつ避難を開始するかを家庭の状況もふまえてメモしましょう。

たとえばこんなところへ ・ ・ ・

親戚・知人宅など、市内に限らず　
より安全な場所
水害時利用できる避難所・避難場所
( 避難の際は避難所の開設状況を確認 )

高くて丈夫な建物や高い場所
自宅の高いところ、斜面から離れた部屋
避難所に限らず、駆け込めるところ

地震時の避難先

避難の際は避難所の開設状況を確認
自宅が危険なときの避難先
避難の際は避難所の開設状況を確認

■ 自宅が危険なときの避難先を記入しましょう。
余震により、家が倒壊する危険があるとき。
周辺で火災が発生しているとき。
余震により、がけ崩れの危険があるとき。

たとえばこんなところへ ・ ・ ・

自宅の高い所への
避難が可能です。

あなたの避難行動は？

逃げ遅れ逃げ遅れたときたとき

滞在可

滞在不可×
自宅の判定結果は？

自宅にとどまる
ことはできません。

まずは避難を検討しましょう。
自宅にとどまる場合には十分な備えを！

命を守るために必ず
早めの避難が必要です

避難所・避難場所一覧は、

わが家の避難計画（マイ・タイムライン）家族で
考えよう！

逃げどきマップで　　　　　      判定の建物など
逃げ遅れ逃げ遅れたときたとき

滞在可

8～ 25ページ 33～ 35ページ


